












A Study on "Final Paper" in International Service Learning Program： 


















行う大学数は、平成 24 年は 407 大学（55％）、平成 25 年で 454 大学（62％）、平成 26
には 489 大学（66％）となっている。また、ファカルティ・ディベロップメントで、アク
ティブ・ラーニングを推進するためのワークショップまたは授業検討会を実施する大学数






































































































成績評価は事前学修のレポート 10％および活動計画案 10％、期中活動記録が 30％、事


































プログラムの参加学生は、教育福祉学科こども学専攻 2 年生 10 名、教育福祉学科福祉学
専攻 2 年生 5 名、人間心理学科 3 年生 1 名、2 年生 2 名の計 18 名である（表３）。活動は
チーム単位とし、各学部学科および男女混成の 6 名で 1 チーム、合計 3 チーム編成とした。 
 
（表３）参加学生の構成 
所属 男 女 
教育学部 教育福祉学科 こども学専攻 教育専修コース 2 8 
教育学部 教育福祉学科 福祉学専攻 1 4 
人間科学部 人間心理学科 3 0 






前学修を 10 コマ、秋学期に事後学修を 2 コマ実施した。期中活動は 2016 年 8 月 31 日か






バランガイ（コミュニティ）の子どもを対象とした給食づくり 6 回、計 1800 食を調理提供 
小学校での衛生教育支援 3 回、計 8 クラス 320 名の生徒が参加 
高等学校での衛生教育支援 4 回、計 4 クラス 160 名の生徒が参加 











































抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数
授業 165 コミュニケーショ ン 31 理解 21 ダンプ 16 行える 12
自分 157 大切 31 ゴミ 20 違う 16 今回 12
子ども 147 持つ 30 交流 20 楽しい 16 参加 12
思う 145 反省 30 準備 20 関わる 16 仕事 12
活動 134 スラム 29 洗う 20 言える 16 指示 12
バディ 125 行動 29 部分 20 考え 16 取る 12
感じる 120 笑顔 29 ご飯 19 小学生 16 小学校 12
人 120 手 28 グループ 19 場所 16 少ない 12
考える 99 知る 28 一緒 19 先生 16 全体 12
フードフィーディング 71 メンバー 27 改善 19 待つ 16 存在 12
見る 63 手洗い 26 学ぶ 19 動く 16 他 12
円滑 57 少し 26 学年 19 回数 15 貧困 12
多い 55 分かる 26 気持ち 19 見える 15 毎日 12
言う 49 作る 25 村 19 孤児 15 目 12
フィリピン 48 前 25 日本人 19 次 15 格差 11
現地 43 話 25 訪問 19 実際 15 気 11
本当に 43 初め 24 意識 18 大きい 15 姿勢 11
日本 42 進める 24 環境 18 配る 15 自身 11
英語 38 伝える 24 使う 18 文化 15 実感 11
行く 38 聞く 24 事前 18 山 14 場 11
子 37 今 23 住む 18 残る 14 生きる 11
良い 37 結果 22 来る 18 早い 14 生まれる 11
たくさん 36 食べる 22 力 18 箸 14 全く 11
言葉 36 進む 22 話す 18 様々 14 難しい 11
最初 36 伝わる 22 経験 17 終わる 13 雰囲気 11
行う 34 遊ぶ 22 出る 17 助ける 13 目立つ 11
最後 34 重ねる 21 人々 17 任せる 13 与える 11
家 33 生活 21 積極 17 意見 12 立つ 11
教える 33 内容 21 全員 17 会話 12 ダンス 10













































円滑 .556 感じる .387 ダンプ .194
活動 .366 人 .323 サイト .194
フードフィーディング .250 子ども .316 フィリピン .186
自分 .244 思う .313 スラム .171
バディ .237 考える .258 思う .169
授業 .228 見る .246 人 .163
多い .202 バディ .237 孤児 .162
重ねる .188 本当に .233 格差 .147
進める .188 日本 .208 話す .146
最初 .180 持つ .188 他 .135
（表７）学修目標とベンチマークに関連する頻出語 





















































































































5 CiNii の論文検索において、検索語句「体験学習」「効果」で 495 件、本稿で取り上げる
「サービス・ラーニング」「効果」で 43 件（2017.2.18） 
6 関西国際大学で卒業までに獲得を目指すジェネリックスキルを、「KUIS 学修ベンチマー
ク」として明示している。「自律的な人間」「社会貢献できる人間」「国際性を身につけた人
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の分析の試み―」『日本福祉教育・ボランティア学習学会 第 20 回大会とうきょう大
会予稿集』 






























For students to develop academically deep learning, it is important to verbalizing 
what they learned from experience. I took notice of the international service learning 
program held in the summer of 2016. I focused on the "final paper" written by the 
students, and statistically analyzed the results as text data. 
 
 
